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海鳥の移動と体組織の化学マーカーから海洋生態系のカギ種や海洋汚染の海域間差を知ることができる。ハシボ
ソミズナギドリ（Puffinus tenuirostris）は、11 月から翌年 4 月にかけてオーストラリア南東部やタスマニア島で繁
殖し、繁殖後は北太平洋、ベーリング海およびチャクチ海に移動し、そこで 5 月から 10 月までの約半年間を過ご
す（非繁殖期）。タスマニア島で繁殖するハシボソミズナギドリにジオロケーター（光を記録し毎日の日の出日
の入り時刻を定め、移動経度を推定する）を装着し、翌年回収して、非繁殖期の利用海域やその中での季節移動
を調べた。ジオロケーターを回収する際には、非繁殖期に過ごした海域で生え変わった風切り羽を採集し、その
水銀濃度を測った。非繁殖期のハシボソミズナギドリの分布は、船舶からの目視調査によっても調べた。同時に、
ノルパックネットを用いて主要な餌生物であるオキアミを採集し、そのサイズを調べた。ハシボソミズナギドリ
は、夏季（7 月）にはベーリング海を主に利用し、秋季（9 月）にはチャクチ海に移動した。チャクチ海における
オキアミのサイズは夏季に小さく、秋季には大きかった。本研究により、１）秋には北極海にオキアミが輸送さ
れていること、２）オホーツク海は南東部ベーリング海より水銀濃度が高いことが推察された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 非繁殖期における利用海域の個体差           図 2 非繁殖期を過ごした海域とそこで生え変わった羽根の水
銀濃度 
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